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【告示】

番 号 表 題 担当課名

２６５ 令和７年度自衛官候補生の募集期間、採用 防災対策推進課

試験の試験期日、試験場等を告示する件

２６６ 特定調達契約について随意契約の相手方を サステナブル社会

決定した件 推進課

２６７ 同 同

２６８ 大規模小売店舗立地法の規定により意見を 企業支援課

聴取した件

２６９ 同 同

２７０ 狩猟免許の更新を受けようとする者を対象 鳥獣対策・里山

とする適性検査及び講習を実施する件 振興課

２７１ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

２７２ 道路の供用を開始する件 同

２７３ 都市計画法の規定による工事が完了した件 都市計画課

２７４ 都市計画を変更しようとする件 都市計画課

まちづくり室

【人事委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

※ 徳島県に公平委員会の事務を委託している

地方公共団体の管理職員等の範囲を定める

規則の一部を改正する規則



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び

第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
の
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官

候
補
生
の
募
集
期
間
、
採
用
試
験
の
試
験
期
日
、
試
験
場
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

募
集
期
限
、
試
験
期
日
及
び
試
験
種
目

男
子
及
び
女
子
の
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生

試
験
回

募

集

期

限

試

験

期

日

試

験

種

目

令
和
七
年
六
月
三
日
（
火
曜
日
）
又
は
四

日
（
水
曜
日
）
の
い
ず
れ
か
一
日

筆
記
試
験
及
び
適
性
検

令
和
七
年
五
月
二
十
七

予
備
日

査

第
一
回

日
（
火
曜
日
）
ま
で

令
和
七
年
六
月
五
日
（
木
曜
日
）

令
和
七
年
六
月
七
日
（
土
曜
日
）

口
述
試
験
及
び
身
体
検

査

備
考１

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
受
験

す
る
も
の
と
す
る
。

２

筆
記
試
験
は
、
国
語
（
作
文
を
含
む
。
）
、
数
学
、
地
理
歴
史
及
び
公
民
に
つ
き
、
学
校
教

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
定
め
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い
て

試
験
す
る
も
の
と
す
る
。

二

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
試
験
場

男
子
及
び
女
子
の
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生

試
験
回

名

称

位

置

第
一
回

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

板
野
郡
松
茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓
三
八

三

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
初
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
者
で
、
学
校
教
育

法
に
定
め
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

１

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

２

法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

３

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者



四

採
用
予
定
月

令
和
八
年
三
月
又
は
四
月

五

志
願
票
の
受
領
及
び
提
出
先

志
願
票
は
、
各
市
役
所
若
し
く
は
各
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
若
し
く
は
そ
の
出

張
所
等
で
受
領
し
、
提
出
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
ほ
か
四
施
設
で
使
用
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
）

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

九
、
三
一
○
、
六
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
生
活
環
境
部
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
三
月
二
十
四
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

大
阪
市
中
央
区
農
人
橋
二
丁
目
一
番
三
六
号

五

契
約
金
額

１

基
本
料
金

設
定
し
な
い
。

２

太
陽
光
発
電
電
力
使
用
単
価
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
）

徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

二
十
四
円
五
十
三
銭

（一）

徳
島
県
立
あ
す
た
む
ら
ん
ど

二
十
一
円
九
十
三
銭

（二）

徳
島
県
立
徳
島
北
高
等
学
校

二
十
一
円
九
十
五
銭

（三）

徳
島
県
立
つ
る
ぎ
高
等
学
校

二
十
一
円
九
十
五
銭

（四）

徳
島
県
立
池
田
支
援
学
校
美
馬
分
校
及
び
徳
島
県
発
達
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
美
馬
庁

（五）
舎

二
十
一
円
九
十
五
銭

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
ほ
か
三
施
設
で
使
用
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
）

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

一
一
、
三
一
二
、
一
四
○
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
生
活
環
境
部
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
三
月
二
十
四
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

大
阪
市
中
央
区
農
人
橋
二
丁
目
一
番
三
六
号

五

契
約
金
額

１

基
本
料
金

設
定
し
な
い
。

２

太
陽
光
発
電
電
力
使
用
単
価
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
）

徳
島
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

十
六
円
四
十
六
銭

（一）

徳
島
県
立
徳
島
商
業
高
等
学
校

十
六
円
四
十
六
銭

（二）

徳
島
県
立
小
松
島
高
等
学
校

十
六
円
四
十
六
銭

（三）

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
等
教
育
学
校

十
六
円
四
十
六
銭

（四）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ハ
ロ
ー
ズ
国
府
店
Ａ
敷
地

徳
島
市
国
府
町
観
音
寺
字
矢
三
田
六
〇
三
番
地
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

令
和
六
年
徳
島
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徳
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

必
要
台
数
を
十
分
確
保
し
、
周
辺
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号
）
等
の
基

準
に
よ
る
こ
と
。

出
入
口
付
近
の
交
通
渋
滞
対
策
及
び
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
し
、
周
辺
市
道
に
損
傷
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

全
て
の
人
が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

３

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
は
、
可
燃
ご
み
又
は
資
源
ご
み
に
分
別
し
、
減
量
化
を
図
る

と
と
も
に
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
こ
と
。

古
紙
類
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
古
紙
問
屋
に
搬
入
す
る
こ
と
。

一
般
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
及
び
再
利
用
並
び
に
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
の
施
策
に

協
力
す
る
こ
と
。

４

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

施
設
の
運
営
時
に
お
け
る
騒
音
発
生
の
低
減
に
努
め
る
こ
と
。

周
辺
住
民
の
間
に
騒
音
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。

５

廃
棄
物
に
係
る
事
項
等

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
に
適
正
に
分
別
す
る
こ
と
。

分
別
し
た
廃
棄
物
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

６

街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等

周
辺
景
観
と
の
調
和
や
街
並
み
の
連
続
性
に
配
慮
し
、
著
し
く
不
調
和
と
な
る
意
匠
、
形
態
、
色

彩
等
は
避
け
る
こ
と
。

建
築
物
の
屋
根
及
び
外
壁
並
び
に
屋
外
広
告
物
の
意
匠
及
び
形
態
は
、
周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
た

も
の
と
し
、
色
彩
は
、
親
し
み
や
す
く
落
ち
着
い
た
色
調
と
す
る
こ
と
。

地
区
周
辺
の
既
存
住
宅
地
や
隣
接
す
る
市
街
化
調
整
区
域
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
た
建
築
物
等
を

誘
導
す
る
こ
と
。



周
辺
の
農
用
地
や
住
宅
地
等
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と
。

国
府
町
観
音
寺
地
区
地
区
計
画
の
目
標
、
区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針
並
び
に

地
区
整
備
計
画
を
遵
守
す
る
こ
と
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
徳
島
市
経
済
部
経
済
政
策
課
並
び
に
徳
島

県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
五
月
九
日
か
ら
同
年
六
月
九
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ハ
ロ
ー
ズ
国
府
店
Ｂ
敷
地

徳
島
市
国
府
町
観
音
寺
字
弐
反
田
六
二
四
番
地
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

令
和
六
年
徳
島
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徳
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

必
要
台
数
を
十
分
確
保
し
、
周
辺
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号
）
等
の
基

準
に
よ
る
こ
と
。

出
入
口
付
近
の
交
通
渋
滞
対
策
及
び
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
し
、
周
辺
市
道
に
損
傷
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

全
て
の
人
が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

３

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
は
、
可
燃
ご
み
又
は
資
源
ご
み
に
分
別
し
、
減
量
化
を
図
る

と
と
も
に
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
こ
と
。

古
紙
類
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
古
紙
問
屋
に
搬
入
す
る
こ
と
。

一
般
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
及
び
再
利
用
並
び
に
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
の
施
策
に

協
力
す
る
こ
と
。

４

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

施
設
の
運
営
時
に
お
け
る
騒
音
発
生
の
低
減
に
努
め
る
こ
と
。

周
辺
住
民
の
間
に
騒
音
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。

５

廃
棄
物
に
係
る
事
項
等

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
に
適
正
に
分
別
す
る
こ
と
。

分
別
し
た
廃
棄
物
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

６

街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等

周
辺
景
観
と
の
調
和
や
街
並
み
の
連
続
性
に
配
慮
し
、
著
し
く
不
調
和
と
な
る
意
匠
、
形
態
、
色

彩
等
は
避
け
る
こ
と
。

建
築
物
の
屋
根
及
び
外
壁
並
び
に
屋
外
広
告
物
の
意
匠
及
び
形
態
は
、
周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
た

も
の
と
し
、
色
彩
は
、
親
し
み
や
す
く
落
ち
着
い
た
色
調
と
す
る
こ
と
。

地
区
周
辺
の
既
存
住
宅
地
や
隣
接
す
る
市
街
化
調
整
区
域
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
た
建
築
物
等
を

誘
導
す
る
こ
と
。



周
辺
の
農
用
地
や
住
宅
地
等
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と
。

国
府
町
観
音
寺
地
区
地
区
計
画
の
目
標
、
区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針
並
び
に

地
区
整
備
計
画
を
遵
守
す
る
こ
と
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
徳
島
市
経
済
部
経
済
政
策
課
並
び
に
徳
島

県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
五
月
九
日
か
ら
同
年
六
月
九
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
狩
猟
免
許
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
対
象
と
す
る
適
性
検
査
及
び
講
習

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

適
性
検
査
及
び
講
習
の
対
象
者

令
和
四
年
に
狩
猟
免
許
を
受
け
た
者
及
び
狩
猟
免
許
の
更
新
を
受
け
た
者

二

適
性
検
査
及
び
講
習
の
日
時
及
び
場
所

会
場
名

日

時

場

所

東
部
会
場

第
一
回

令
和
七
年
七
月
八
日
（
火
曜
日
）

徳
島
市
新
蔵
町
一

六
七

―

午
後
一
時
か
ら

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎
東
会
議
棟

第
二
回

同

九
日
（
水
曜
日
）

同

午
後
一
時
か
ら

第
三
回

同

十
日
（
木
曜
日
）

同

午
後
一
時
か
ら

第
四
回

同

十
五
日
（
火
曜
日
）

吉
野
川
市
川
島
町
宮
島
七
三
六

一

―

午
後
一
時
か
ら

徳
島
県
吉
野
川
合
同
庁
舎
大
会
議
室

第
五
回

同

八
月
五
日
（
火
曜
日
）

徳
島
市
新
蔵
町
一

六
七

―

午
後
一
時
か
ら

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎
東
会
議
棟

南
部
会
場

第
一
回

同

七
月
十
日
（
木
曜
日
）

海
部
郡
美
波
町
奥
河
内
字
弁
才
天
一
七

一

―

午
後
一
時
か
ら

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
美
波
庁
舎

第
二
回

同

十
二
日
（
土
曜
日
）

阿
南
市
領
家
町
野
神
三
一
九

午
後
一
時
か
ら

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部

阿
南
庁
舎

第
三
回

同

十
三
日
（
日
曜
日
）

同

午
後
一
時
か
ら

第
四
回

同

十
五
日
（
火
曜
日
）

那
賀
郡
那
賀
町
和
食
郷
字
南
川
一
〇
四

一

―

午
後
一
時
か
ら

那
賀
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

第
五
回

同

十
七
日
（
木
曜
日
）

海
部
郡
海
陽
町
大
里
字
上
中
須
一
二
八

午
後
一
時
か
ら

海
陽
町
役
場
海
南
庁
舎

西
部
会
場

第
一
回

同

十
六
日
（
水
曜
日
）

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
建
神
社
下
南
七
三

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

第
二
回

同

二
十
四
日
（
木
曜
日
）

三
好
市
池
田
町
マ
チ
二
五
五
一

一

―

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

第
三
回

同

三
十
日
（
水
曜
日
）

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
建
神
社
下
南
七
三

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

三

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
の
提
出
期
間

こ
の
告
示
の
日
か
ら
各
々
の
適
性
検
査
及
び
講
習
の
日
の
十
日
前
ま
で

四

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
の
提
出
先

対

象

者

提

出

先

東
部
会
場
で
適
性
検
査
及
び
講
習
を
受
け
よ
う
と

徳
島
市
新
蔵
町
一

六
七

―

す
る
者

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局

南
部
会
場
で
適
性
検
査
及
び
講
習
を
受
け
よ
う
と

阿
南
市
領
家
町
野
神
三
一
九

す
る
者

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部

西
部
会
場
で
適
性
検
査
及
び
講
習
を
受
け
よ
う
と

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
建
神
社
下
南
七
三

す
る
者

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
五
月
九
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

徳
島
市
国
府
町
東
黒
田
字
桜

ノ
本
一
七
番
一
地
先
か
ら

旧

三
・
九
～
一
一
・
八

二
一
一
・
五

５

同

０

西
黒
田
府
中

２

七
三
番
一
地
先
ま
で

同

新

三
・
九
～
一
二
・
八

二
一
一
・
五



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
鳴
門
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
七
年
五
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

鳴
門
市
北
灘
町
折
野
字
川
筋
四
九

１

番
一
地
先
か
ら

徳
島
北
灘

一
二
〇
・
〇

令
和
七
年
五
月
九
日

４

同

三
三

番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
公
告
す
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
者

地
域
の
名
称

住

所

氏

名

小
松
島
市
和
田
津
開
町
字
北
三
九
九
番
の
一
部

徳
島
市
川
内
町
平
石
流
通
団

東
海
運
株
式
会
社

地
六
三
番
地

板
野
郡
松
茂
町
満
穂
字
満
穂
開
拓
一
四
七
番
一
か

板
野
郡
松
茂
町
満
穂
字
満
穂

赤
松
化
成
工
業
株
式
会

ら
一
四
七
番
三
ま
で
、
一
四
八
番
及
び
一
四
九
番

開
拓
一
一
九
番
地
の
一

社

同

北
島
町
新
喜
来
字
南
古
田
九
五
番
一
二
、

同

北
島
町
江
尻
字
妙
蛇

幸
和
ホ
ー
ム
株
式
会
社

九
五
番
一
四
及
び
九
六
番
一

池
三
二
番
地
一

同

藍
住
町
東
中
富
字
長
江
傍
示
一
〇
番
八
及

佐
賀
市
高
木
瀬
町
大
字
長
瀬

ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会

び
七
二
番
二
並
び
に
一
〇
番
一
、
七
二
番
一
及
び

九
三
〇
番
地

社

七
二
番
四
の
各
一
部

同

勝
瑞
字
成
長
一
二
一
番
か
ら
一
二

板
野
郡
藍
住
町
笠
木
字
中
野

小
堀
住
建
有
限
会
社

三
番
ま
で
、
一
二
四
番
一
四
、
一
四
六
番
七
及
び

一
八
二
番
地
一
一

一
四
六
番
一
七
並
び
に
一
二
三
番
地
先
町
有
地

同

字
幸
島
五
八
番
一
、
五
八
番

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
三
溪
字

有
限
会
社
三
溪
商
事

二
、
五
九
番
、
六
一
番
か
ら
六
四
番
ま
で
、
八
一

平
山
四
五
番
地

番
三
、
八
二
番
一
、
八
二
番
二
、
八
三
番
八
、
九

四
番
及
び
九
五
番
並
び
に
六
二
番
か
ら
六
四
番
ま

で
、
八
二
番
一
、
九
四
番
及
び
九
五
番
各
地
先
町

有
地

同

板
野
町
川
端
字
島
中
須
三
番
二
か
ら
三
番

福
岡
市
東
区
多
の
津
一
丁
目

株
式
会
社
ト
ラ
イ
ア
ル

四
ま
で
、
七
番
一
、
七
番
二
、
八
番
一
、
一
〇
番

一
二
番
二
号

カ
ン
パ
ニ
ー

一
、
一
〇
番
二
、
一
一
番
二
、
一
一
番
三
、
一
二

番
一
、
一
二
番
三
、
一
三
番
、
一
七
番
一
及
び
一

七
番
二



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
案
を
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
関
係
市
町
村
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
都
市
計
画
の

案
に
つ
い
て
、
徳
島
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称
並
び
に
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

徳
島
東
部
都
市
計
画
道
路
一
・
三
・
二
号

一

追
加
す
る
部
分

阿
南
鳴
門
線

な
し

二

削
除
す
る
部
分

な
し

三

変
更
す
る
部
分

阿
南
市
福
井
町
小
野
、
大
坂
、
鉦
打
、
馬
路
、
阿
部
谷
、
中

連
、
土
佐
谷
、
長
野
及
び
吉
谷
、
新
野
町
妙
見
前
、
長
里
、
城

田
、
宮
前
及
び
東
山
、
橘
町
家
の
前
、
六
反
地
、
大
坪
、
鵠
及

び
中
尾
、
桑
野
町
長
崎
、
蛭
地
及
び
井
ノ
原
、
内
原
町
竹
ノ
内

口
、
竹
ノ
内
、
花
折
、
桜
木
、
青
木
、
筒
崎
、
深
田
、
中
分
及

び
柳
橋
、
長
生
町
下
小
原
、
岩
ノ
下
、
北
浦
、
西
山
、
岡
田
、

柳
木
谷
、
タ
イ
ト
ウ
尻
、
豊
田
、
東
天
満
、
山
脇
、
ゴ
ア
イ
田

、
三
反
地
、
下
七
反
、
八
十
田
、
三
倉
中
沢
、
東
高
座
、
上
平

野
、
三
蔵
、
張
及
び
宮
内
並
び
に
下
大
野
町
羽
坂
、
五
反
畑
及

び
渡
り
上
り
の
各
地
内

二

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
及
び
高
規
格
道
路
課
並
び
に
阿
南
市
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
及

び
建
設
部
広
域
連
携
事
業
課

三

縦
覧
期
間

令
和
七
年
五
月
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
三
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を

除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で



徳
島
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
五
月
九
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

坂

田

千

代

子

徳
島
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規

則
（
規
則
一
一
―
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
神
山
町
の
町
長
部
局
の
項
中
「
総
務
課
課
長
補
佐
」
を
「
総
務
危
機
管
理
課
長
補
佐
」
に
改

め
、
同
表
海
陽
町
の
保
育
所
の
項
を
削
り
、
同
町
の
幼
稚
園
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

認
定
こ
ど
も
園

園
長

主
幹
教
諭

別
表
第
一
松
茂
町
の
教
育
委
員
会
事
務
局
の
項
中
「
課
長
」
を
「
課
長

主
幹
」
に
改
め
、
同
町
の
環

境
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
所
長

主
幹
」
を
「
所
長
」
に
改
め
、
同
表
東
み
よ
し
町
の
保
育
所
の
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

認
定
こ
ど
も
園

園
長

別
表
第
一
東
み
よ
し
町
の
幼
稚
園
の
項
を
削
る
。

別
表
第
二
海
部
郡
衛
生
処
理
事
務
組
合
の
項
中
「
課
長
」
を
「
次
長

課
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


